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三田社会学第13号(2008)

社会的行為 としてのジャーナ リズ ム批判/マ ス ・メデ ィア批判

―社会問題の構築主義からの一考察

山 口 仁

 新聞や テ レビの報道 を論評す る 「ジャーナ リズム批判/マ ス ・メデ ィア批判」は、社会全体で

見れば相 当の量 が行われている。一方 、社会科学 としてのマ ス ・コミュニケー シ ョン研 究を確

立 しよ うとす る者 は、それ らを 「コンセ ンサスを欠 いた、独 りよが りの規範理論」な どと批判

して きた。 だが、その 「独 りよが りの規範理論」が現実 、特 に社会問題 の構築過程 において有

す る機 能 ・メカニズムが、考察 の対象 とな ることは少 ない。

 「ジャーナ リズム批判/マ ス ・メデ ィア批判」は、報道 を論評す るとい う体裁 を とりっっ、「正

しい報道」 と 「逸脱的な報道 」を区別 し、前者に よる社会問題 構築に正 当性 を与 えるとい う点

では、間接 的に社会 問題 を構築 してい るといえる。S.ウ ールガー らの指摘 を端緒 とす るいわゆ

る 「構 築主義論争」 において も、研究者の 「分析」行為 に含 まれ る現実構築 の側面、すなわち

特定の事実 の選択 とそれ以外 の事実 の排除 とどの よ うに向かいあ ってい くべ きか、が一つの論

点 となった ことは周知の事実である。

 ただ社会 問題研究の領域 では、その よ うな 自己反省的 な視点が(多 少 は、 ときに過剰に)意

識 されたのに対 し、 「ジャーナ リズム批判/マ ス ・メデ ィア批判」 の領域で は、その種の視 点は

ほとん ど意識 されていない。 その影響力 を考慮すれ ば、 自己反省 的な視点 が必要なのは、む し

ろ 「ジャーナ リズム批判/マ ス ・メデ ィア批判」 の方 にもかかわ らず 、である。

 上記 のよ うな問題点が顕著 に現れた事例 として、本報告で はダイオキシン問題報道 と 「ジャ

ーナ リズム批判/マ ス ・メデ ィア批判 」の関係 を取 り上げ る
。ダイオ キシ ン問題報道 に関 しては、

テ レビ報道 は風評被害の原 因なのか、それ とも問題 を告発 した調査報道 なのかが激 しく論争 と

なった。そ して多 くの 「ジャ0ナ リズム批判/マ ス ・メデ ィア批判」が、 この問題 を表現の 自由

の問題 と関連 させて論 じ、またマ ス ・メデ ィア もこれ らの議論 を積極 的に取 り上げた。

 確 かに、表現 の 自由に関す る議論 は、 「ジャーナ リズム批判/マ ス ・メデ ィア批 判」 としては

極めて正当な もので ある。 そ してその議論は正当であるが ゆえ、ダイオキシン問題 を報道 に関

す る問題 として構築す るのに も寄与 した。しか し一方で、このよ うな議論の高ま りは、当時(90

年代後半か ら2000年 代前半)、 一部 の科学者の間で指摘 されつつあった、ダイオキシ ン問題 の

残留農薬汚染問題 としての側面へ の関心 を失わせ るのにも、間接 的 とはい え、加 担す る ことに

なったのである。 しか も、 自らの議論のその よ うな機能 ・メカニズムに対す る、 自己反省的 な

視点はほ とん ど存在 しないまま、それは行われたのである。

(やまぐち ひとし (財)マルチメディア振興センター研究員)
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